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　　　　　　　　　　　　　　　　署名委員　肥後安美
　　　　　　　　　　　　　　　　署名委員　志岐清夫
奄美市農業委員会第５回定例総会議事録

１．招集日時　　平成２６年５月２０日(火)　　午前９時３０分～
２．招集場所　　奄美市文化センター第１会議室
３．出席委員
	番号
	氏　　名
	番号
	氏　　名

	　1
	與島　文雄
	12
	屋島　良幸

	　2
	山下　典仁
	13
	喜野　和也

	　3
	吉　　卓男
	14
	中村　秀明

	　4
	昇　　睦朗
	15
	松元　修一
	

	　5
	山田　良光
	16
	肥後　安美
	

	　6
	榮　　清志
	17
	
	

	　7
	前田　孝德
	18
	志岐　清夫

	　8
	行　　辰朗
	19
	赤﨑　重雄

	　9
	前山重一郎
	20
	榮　　清安

	10
	南　　利郎
	21
	野﨑　清志

	11
	松崎　文好
	22
	福原　秀和


４．欠席委員　　　泉　　智宜
５．議事に参与した者

　　事務局長　　　川内　　進　  事務局次長　　山下　文次
　笠利分室長　　中尾　豊和　　
住用分室長　　納　　保敏　　住用分室主幹　用稲　工巳　
６．報告事項

　　 ・出張報告

　　 ・６月定例総会日程について

７.議事日程

　(1)　会議録署名委員の指名について

　(2)　会期の決定について

(3)　議案について
議案第30号　農地法第３条の規定による許可申請について

議案第31号　農地法第５条の規定による許可申請について

議案第32号　名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の合意解約の決定について

議案第33号　住用地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について
議案第34号　笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について

議案第35号　平成２５年度目標及びその達成に向けた活動の点検・評価及び
　　　　　　平成２６年度目標及びその達成に向けた活動計画の承認につい　　　　　　　　　 て

協議事項

(4)　その他
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	（前山会長）
ただいまの出席委員は２１人であります。総会は成立いたしました。

これから、平成２６年第５回定例総会を開会いたします。

（欠席委員は泉　智宜委員）
それでは、議事日程に入ります。
日程第１　
会議録署名委員の指名を行います。

会議録署名委員に１６番肥後安美委員と１８番志岐清夫委員の２名を指名いたします。

日程第２　
会期の決定を議題といたします。

本日の総会は、日程通知のとおり議案第３０号から議案第３５号までの６件を予定いたしております。

お諮りいたします。
会期は本日１日にしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。　
よって
本総会の日程は、１日と決定いたしました。
本日の議案日程は、あらかじめお配りしてありますとおりを予定としております。
これにご異議ございませんか。
（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。
日程第3

議案第３０号農地法第３条の規定による許可申請について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読と説明を求めます。
（川内局長）
（事務局の朗読及び説明）　

№１３につきましては、贈与によります所有権移転でございます。４ページにありますように受人は、サトウキビ６３．７アールを栽培しており、取得地には野菜を植える予定で規模拡大のためと判断いたします。

№１４につきましても、同人による贈与によります所有権移転でございます。１２ページにありますように取得地にはサトウキビを植える予定でこれも規模拡大のためと判断いたします。
№１５につきましても、同人による贈与によります所有権移転でございます。２２ページにありますように取得地にはサトウキビを植える予定でこれも規模拡大のためと判断いたします。

以上３件でございます。

農地法第３条第２項の各号に該当しないため、許可要件をすべて満たして
おります。

(前山会長）

　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。順次、譲受人、譲渡人及び土地の順に報告をお願いします。この案件は受人が同一人ですので№１３から№１５までを一括して報告をお願いします。
　南委員

（南委員）

　議案第３０号農地法第３条の規定による許可申請について、№１３から№１５まで受人が同一人ですので、まとめて調査報告をいたします。始めに受人の村田　悦郎さんと三人の関係について報告いたします。№１３の渡人朋亨さんは従兄弟で家は隣同士です。№１４の渡人謙良さんは悦郎さんの弟になります。№１５の渡人英治さんは父で同居しております。５月１１日に悦郎さんに電話を入れ、１２日３時に面接と現地確認をすることを伝え、１２日３時に自宅で父英治さんを交え聞き取りをし、その後悦郎さんに現地を案内してもらいました。

№１３から説明いたします。８ページをおひらきください。申請地２０３６番は２０３５番の宅地内にあり、早くから父である英治さんが自家用野菜畑として管理をしており、今回の調査時点でも野菜が植え付けられてありました。今回朋亨さんの了解を得て贈与での所有権移転申請になります。なお、同日朋亨さんと会うことができませんでしたので、同日夕方７時３０分頃電話で聞き取りを行い悦郎さんと現地確認を済ませた了解を取りました。また、今回申請についても間違いないとのことでした。

№１４は悦郎さんの弟名義の畑３筆を贈与で移転するもので、既にサトウキビが植え付けられており、管理も父英治さんと悦郎さん本人が早くからやっているとのことでした。なお、謙良さんは現在戸口にお住まいのため事務局で本人の聞き取りを行っております。

№１５については、悦郎さんが定年退職をして農業を始めたので、父英治さん名義の残っていた畑７筆を今回贈与での移転申請となっております。今後トラブル等の発生はないか尋ねましたら、英治さんはそのような心配はないのでよろしくお願いしますとのことでした。

以上調査と聞き取りをした報告をしました。なお、「第２項１号、第２項第４号、第２項第７号」は、別紙のとおりですので報告いたします。以上です。

（前山会長）

　№１４の渡人について事務局
（中尾分室長）

議案第３０号農地法第３条許可申請議案番号№１４の案件につきましては、譲渡人に５月１８日午前１１時３５分に電話で確認しましたところ、申請書のとおり事実であるとのことでしたので報告いたします。以上です。
（前山会長）
　それでは本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

　三件とも受人が同一人による贈与によります所有権移転と言うことでございます。
　質疑ございませんか。

（「なし」の声あり）

質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

　議案第３０号農地法第３条の規定による許可申請について、は担当調査員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって議案第３０号農地法第３条の規定による許可申請について、は審議の結果、これを認めることに決定いたしました。

それでは、農地法第５条による許可申請が２件ございますが、２件ともに私の調査報告が含まれておりますので、議長を松崎会長代理と交代して審議を進めたいと思います。松崎会長代理よろしくお願いします。
（議長交代）

（松崎会長代理）
日程第４

　議案第３１号農地法第５条の規定による許可申請について、を議題といたします。事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（川内局長）
（議案の朗読及び農地区分の報告）

　№１０につきましては、一般住宅を建設するための申請であります。申請地は案内図にもありますように大熊都市計画区域内で土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係る区域内であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。
№１１につきましては、案内図にもありますように建売住宅２棟を建設するための申請であります。申請地は輪内都市計画区域内で土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係る区域内であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。以上２件でございます。
（松崎会長代理）
　それでは、順次申請人及び土地の順に担当調査委員による調査意見の報告を求めます。
　屋島委員

（屋島委員）
　議案第３１号№１０の農地法第５条の申請について調査意見の報告をいたします。５月１０日午前１０時過ぎに受人宅で聞き取り調査をいたしました。受人はアパート住まいで、今回大熊町に土地を購入して住宅を建築すると言うことであり、購入する土地の面積・転用計画及び資金調達計画等申請書のとおり間違いないと言うことでしたのでご報告いたします。以上です。
（松崎副会長）

　渡人について事務局

（山下次長）
　議案第３１号農地法第５条許可申請№１０の渡人について報告いたします。渡人の西岡　豊男氏は現在大阪市の方に在住しておりますので、５月１３日午前１１時５分に電話で確認をいたしました。この申請につきましては大熊都市計画区域内にある自分の土地で申請には間違いはないと言うことで確認を取りました。また、本人は昭和４０年の半ばくらいまで大熊に在住していたのですが、それ以降奄美を離れて４０年程になるそうです。その間に大熊地区については土地区画整理事業が済んで、帰る意思もなく他にも土地を所有しているそうで、今後もその西岡氏の土地が何筆か出てくると思います。申請については間違いないと言うことでした。以上です。
（松崎会長代理）

　現地について前山委員

（前山委員）

　農地法第５条許可申請№１０の土地について調査報告をいたします。先程からもありますように、この申請地は大熊都市計画区域内の農地でありまして、３６ページを見られるとよく判ると思いますが区画整理地区内の一番外れの方で山側になっています。ここは都市計画で宅地造成をしたそのままで、雑草が生えている状態で事前着工等は見られません。なお、３１番１と３１番１１が分筆されて３１番２３になる予定だそうです。都市計画区域内でもあり事前着工もされておりませんので何ら問題ないものと思われます。以上です。
（松崎会長代理）
　事務局

（山下次長）

　議案第３１号農地法第５条許可申請№１１について調査報告いたします。譲渡人杉田智恵子さんが霧島在住のため５月１３日１０時３５分に電話で確認いたしました。この土地は先程も言いましたように輪内都市計画区域内にあります。有屋町のど真ん中にあります。電話で確認しましたら、もうこの土地は深田建設さんに譲って深田建設が建売住宅を作ると言うことで、そのような話を進めて申請を上げておりますのでよろしくお願いしますと言うことでした。以上です。
（松崎会長代理）

　前山委員

（前山委員）

　農地法第５条№１１の受人について調査報告いたします。昨日午後１時３０分頃から訪問いたしまして調査いたしました。この建設業・不動産業と書いてありますが、不動産の部分はマザーホームという名称で営業を行っております。この有屋の土地３筆、面積、対価等何ら間違いありませんと言うことでした。土地についても後ほど報告があると思いますが、区画整理区域内で浦上郵便局の道路向かいで非常に便利な所にあり、周辺は全て宅地化或いは商業地となっている所です。土地についても何ら問題はないものと思われました。以上です。
（松崎会長代理）

　喜野委員

（喜野委員）
　議案第３１号№１１農地法第５条の規定による許可申請について報告いたします。５月１０日１３時に農地の現地確認を行いました。まず、現況ですが全体に雑草が約１０から２０センチ程度生えており、耕作はされておりません。申請書２枚目の案内図でもお判りのように道路を挟んで郵便局が有り、住宅街の一角で周りに耕作中の農地はなく、近隣の農地に与える影響はないものと思われます。委員の皆様の審議をよろしくお願いいたします。
（松崎会長代理）
　それでは本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
　質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

議案第３１号農地法第５条による許可申請については担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)
ご異議なしと認めます。

よって、議案第３１号農地法第５条の規定による許可申請については、審議の結果各項目とも適当と認めて県農業会議へ諮問することに決定いたしました。

　ここで、議長交代をいたします。
（議長交代）

　

（前山会長）

日程第５
議案第３２号名瀬地域農用地利用集積計画（利用権設定）の合意解約の決定について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（川内局長）

　（事務局の朗読及び説明）
　内容につきまして、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていることを報告いたします。

（山下次長）

　この土地は、平成２５年２月に榮　敏郎さんが利用権設定を受けたのですが、あまり耕作していなかったと言うこともあり、今度新しく農業研修センターの研修生が７月から新規に就農すると言うことで榮さんに相談したら、今現在隣さんが借りている土地を借り受けるようになったそうです。市の新規就農資金を申請するには農地を所有しなければならないと言う理由もありまして、農林課の申請に合わせて農地を取得すると言うことで、来月に新しくこの土地については利用権設定が出てきますのでよろしくお願いします。一応解約をしてから来月から新規と言うことです。以上です。
（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第３２号名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の合意解約の決定ついては、これを認めることにご異議ございませんか
　(「異議なし」の声あり）
ご異議なしと認めます。
よって、議案第３２号名瀬地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第６
　議案第３３号住用地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（用稲主幹）

　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
　吉委員
（吉委員）

　住用・名瀬地区の場合果樹が多いのですが、これは借りて返すときはその木はそのまま残して返すと言うことですか。
（用稲主幹）

　一応期間は１０年更新でやるのですが、地主の方ももう高齢なもので、ゆくゆくは土地を売りたいと言うことは話しておりました。
（吉委員）

　先程の名瀬の場合も果樹となっているのですが、果樹で解約をした時に問題は出ないのですか。笠利の場合はサトウキビと言うことで問題はないと思いますが、果樹の場合３年から５・６年程しないと収益が出ない訳ですよね。その木も一緒に借りると言うことですよね。
（用稲主幹）

　この土地の場合、木が１２・３年経っているものですから、手を入れれば来年からでもいくらか収穫ができると思うのです。
（前山会長）

　本人が高齢で管理が出来なく其処を借り受けてやると言うことで、若い新規就農者の場合特に果樹をやる方は、こう言った場所があればすぐに収穫でき収入が入る訳ですからものすごくやり易い訳です。もう既に木が植えており管理をしていないような所或いは高齢でリタイヤするような所があれば、若い果樹農家はそう言った所を探して求めておりますので、そう言った所があれば出していただきたいと思います。
（吉委員）
　そういった場合は、賃借料は少し違うのですか。

（用稲主幹）

　賃借料の場合は、お互い同士の話し合いの中で決めるのですが、今回の場合は現物支給と言うことで取り決めております。

（前山会長）
　外に質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第３３号住用地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか。
　(「異議なし」の声あり）
ご異議なしと認めます。

よって、議案第３３号住用地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第７

　議案第３４号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定について、を議題といたします。

事務局に議案の朗読及び説明を求めます。
（中尾分室長）

　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第３４号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか。

　(「異議なし」の声あり）
ご異議なしと認めます。

よって、議案第３４号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第８
　議案第３５号平成２５年度目標及び達成に向けた活動の点検・評価及び平成２６年度目標及びその達成に向けた活動計画の承認について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読と説明を求めます。

（川内局長）

　（事務局の朗読及び説明）

　これは平成２５年度の委員会活動の点検・評価が６８ページから７５ページまで、２６年度の目標及び活動計画が７９ページまでとなっておりますので、それぞれ委員の皆様これで評価が間違いないか、２６年度の目標がこれで良いか確認をお願いします。承認されますとこれを県の方に送付したいと思います。一応ホームページで閲覧をして質疑を受け付けていましたが、質疑等はありませんでした。以上です。
（前山会長）
これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
（昇委員）

　６８ページ下から２段目、議事録の内容と言うものがありますが、ア詳細なものを作製している、イ概要のみで作製している又は作製していた、改善措置はどうだったかですが、これは個人情報の問題が色々取り沙汰され、この委員会でも議論になった時に個人名は出来るだけ控えた発言をするようにと、議事録は真実そのもの発言そのものを記帳するようにとの国段階からの指導だそうで、発言は出来るだけ個人の名誉を毀損するような発言は慎むようにとの議論された記憶があります。
　最近又その点では緩んでいるのではないかなと感じるのですが、やはり議事録を作製する時に作製者の方でチェックをして会長の承認を得て、削除すべき所は削除して本人にこうしますよと了解を得ると言う手順を作っておく必要があると思います。どうしても議論が白熱したり感情が高ぶった発言になる時には、発言が脱線する場合もありますので、そこらは編集の方で気を付けていただいた方が良いのではないかと感じております。
それから７０ページ、４番情報の提供等と言うことですが、賃借料の情報の調査・提供について、私の町でも最近のサトウキビの不作と言う大きな背景があり、小作料をもっと下げるべきだという議論が渦巻いております。これまでの半分以下に圧縮した方が良いと、キビ農家はこのままでは経営が成り立たないという意見が続出しておりまして、その通り実施されている局面が多々見られます。
具体的には過去の笠利町当時の１万円だった頃、或いは農業委員会が標準小作料として掲げた西側は平均して５千円、東側のスプリンクラーの付いたところは９千円、スプリンクラーの無い所は７千円と言う標準小作料を指導していた時期がありますが、これを忠実に守っている農家が非常に多かったのですが、この半分に圧縮する傾向が強くなりつつあります。
中には従来通りと言うことで忠実に守っている人も幾人かはいると感じ取ってはいるのですが、そういう傾向があるのですが、この小作料について農業委員会がどう言う対応をしているかと言うことをきちんと委員自身も認識をしておいて、農地法上は農業委員会が小作料を決定する権限は今ないのですよね。そこいら辺を周知し農業委員自身も認識を強めておく必要があると再確認をする必要があると感じ取っております。以上です。
（前山会長）
　確かに小作料については農業委員会で決定することは出来ませんし、今までもやったことは無いと思います。ただ実際になされている小作料の平均はこれ程ですよと言うことにはしていると思いますので、そのあたりは間違いの無いように、農業委員会がこれを決定しようとするものではありませんので、あくまでも農業委員会として出せる数字というのは目安として、この地域では大体平均的にこの程度だと言う数字を出していますので、そこら辺は間違えのないようにお願いいたします。
（吉委員）
　ちょっとお聞きしたいのですが、今回のこの２５年度目標の点検・評価及び２６年度目標、こう言ったものは毎年出しているのですか。

（川内局長）
　毎年出しております。

（吉委員）
先程昇委員からもありましたように７０ページの、（３）の生産法人の数が１７法人あると言うことですが、この法人の名前が判れば教えて欲しいのですが、何か資料があるのでしょうか。

（山下次長）

　毎年施行状況調査、生産法人調査というものがあります。本日は名簿を持ってきていませんが、知っている範囲で言いますとマルホン糖本舗が今年加わりました。それと昨年度申請のありましたソレイユスマイルと言うのが去年新しくなりました。その２つ加えて現在１７法人となっております。
（吉委員）
　私達も農業委員として活動する中で知っていないと非常に困ると思いますので、是非名簿がありましたら提供していただきたいと思います。

（山下次長）

　来月の総会で名簿を提出したいと思います。
（昇委員）

　６９ページに農地転用に関する事務で先程の第５条の転用議案についての会長代理が議長をやったのですが、議長の口述の中でこれまで過去には県知事に進達しますとあったものを、今回は農業会議に諮問しますとありましたが、そこら辺の違いも委員会として明確にした方が良いと思いますのでよろしくお願いします。
（前山会長）
　この件に関しましては、昨年度までは奄美市は権限移譲を受けていませんでした。その関係で県知事に進達すると言うことになっていました。今年度４月から４・５条申請については権限移譲を受けましたので奄美市農業委員会の決定になるのですが、完全に決定とはなっておりませんのでそれをこちらで決定した後県の農業会議に諮問します。その中で諮問会議と言うのが毎月２６日前後にあるのですが、そこで審議をして許可を得たものが正式に許可と言うことになります。そう言うことで権限移譲を受けた農業委員会と権限移譲を受けていない農業委員会とでは諮問と進達の仕方が違ってくると言うことです。
（山下次長）

　今までは４・５条の転用については県知事が決定して県知事が農業会議に諮問し、決定されますと県知事から許可が下りてくる仕組みになっていました。先程も言いましたように今度県知事から奄美市農業委員会に許可決定権が下りてきましたので、今まで県知事に進達して県知事が農業会議に諮問していたのですが、４月からは奄美市農業委員会が決定して農業会議に直接諮問してそこで承認を得る形になります。
（昇委員）
　諮問という言葉はご意見を伺いますと言うことですよね。農業委員会に決定権はあるけれども、県農業会議の意見を伺いますと言う意味合いに解釈すればよろしいのですね。

（山下次長）
　そうです。

（前山会長）

　ですから、権限移譲を受けても完全な権限移譲ではないと言うことです。あくまでも県農業会議の承認を受けないと最終的な決定とはならないと言うことです。
（昇委員）

　一般的に県農業会議は市町村の農業委員会を指導する側ですよね。そこのご意見を伺いますと言うことは当面の措置なのか、決定権は市町村の農業委員会にあるのにその指導機関の意見を伺いますと言うのが何かおかしな気がします。

（前山会長）
　権限移譲を受けたのだからこちらで決定すれば良いと思われるのですが、権限移譲を受けても完全な権限移譲ではないと思われます。毎月県の農業会議員会議と言うのがあり、これが県知事或いは各農業委員会からの諮問を審議する機関なんですが、そこで各区域の農業委員会会長さんが代表で１３名程度、たばこ組合の会長とか農業会議会長とか各市の連合会の会長とかが１号会議員、２号会議員、３号会議員として６号会議員まであるのですが、全員で２６名程いるのですが、その中で審議をしてそこで異議がなければ決定と言うことになります。
　外に質疑ございませんか。
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第３５号平成２５年度目標及びその達成に向けた活動の点検・評価及び平成２６年度目標及びその達成に向けた活動計画の承認については、これを認めることにご異議ございませんか。

（「異議なし」のこえあり）
　ご異議なしと認めます。
　よって、議案第３５号平成２５年度目標及びその達成に向けた活動の点検・評価及び平成２６年度目標及びその達成に向けた活動計画の承認については、審議の結果これを承認することに決しました。

以上で、本日用意した議事日程はすべて審議を終了いたしました。
これから協議会へ移します。

(前山会長)

　正会に返します。
　以上で，本日用意した案件は全て審議終了いたしました。

　本日はこれにて散会いたします。
　お疲れ様でした。
平成２６年　５月２０日
奄美市農業委員会
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